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第 2 章では， CaO による溶銑脱硫フ。ロセスの改善方法について擬すを行ない，溶銑中に脱酸力の強いA
l を添加したのち CaO粉末を吹き込み， CaOの脱硫率を増大させる溶銑脱硫法の開発ならびにこの脱硫
反応の機構について述べている。
第 3 章では， CaO による溶銑の脱リン反応の改善のため酸素ガスを吹き込み，それによってCaO の津
化が促進され，脱リン速度，脱リン率が増大することを明らかにし，溶銑の効果的な脱リン法の開発に
ついて述べている。











(1) 溶銑中にあらかじめ Al を添加したのち， CaO粉末を吹き込み，脱硫反応速度，脱硫率が増加するこ
とを見出し，この知見を基に CaO による効果的な脱硫法を開発し，この場合の反応機構を明らかにし
ている。
(2) CaO インジェクションによる溶銑の脱リンの場合，インジェクションガスとして酸素を使用するこ
とによって脱リン速度，脱リン率が増大することを見出し，さらに酸素，窒素混合ガスインジェクショ
ンによる溶銑の脱リン法を開発している。
(3) CaO単結晶を用いて酸素インジェクション時のCaOの淳化過程，脱リン反応の機構を明らかにし
ている。
(4) 転炉スラグよりカルシウムフェライト系脱リン剤を得る技術の開発を行ない，この技術によって得
られたスラグの脱リン剤としての有効性を明らかにしている。
以上のように本論文は CaO インジェクションによる溶銑の効果的な脱硫，脱リン技術を開発し，さ
らにそれらの反応について速度論的立場より検討を加えたもので，その成果は鉄鋼製錬技術ならびに冶
金工学に貢献するところ大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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